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境
界
芸
文
伝
承
研
究
の
序

「
芸
文
伝
承
」
の
語
は
、
芸
能
伝
承
と
文
学
伝
承
と
を
併
合
し
た
語
と
し
て
使
用
し
た
。

「
民
間
伝
承
」
の
中
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
語
と
し
て
、
「
芸
能
伝
承
」
を
、
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
の
は
、

信
夫
は
、

昭
和
三
年
に
庭
医
義
塾
大
学
の
文
学
部
に
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
、

度
臆
に
特
色
あ
る
新
し
い
学
問
研
究
を
残
す
た
め
、
「
芸
能

井

樹

生

史
」
を
閑
語
し
た
が
、
民
俗
の
一
つ
に
「
芸
能
伝
承
」
を
加
え
る
に
は
、
な
お
時
間
を
要
し
た
。
即
ち
、
昭
和
九
年
の
新
潮
社
『
日
本
文
学

大
辞
典
』
の
「
民
俗
学
」
の
項
目
で
は
、

口
折
口
信
夫
で
あ
っ
た
。

民
間
伝
承
を
採
訪
し
、
組
織
す
る
た
め
の
便
宜
上
、
種
目
を
立
て
て
、
凡
そ
こ
れ
を
五
つ
の
部
類
に
分
け
て
置
く
こ
と
に
す
る
。

と
し
て
、週
期
伝
承
・
階
級
伝
承
・
行
動
伝
承
・
造
形
伝
承
・
一
一
一
口
語
伝
承

を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
「
芸
能
伝
承
」
を
唱
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
折
口
は
少
な
く
と
も
二
回
に
わ
た
り
、
民
間
伝
承
（
民
俗
〉
の
採
訪
研
究
の
便
宜
の
た
め
の
分
類
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

折
口
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は
、
昭
和
十
五
年
十
月
二
十
六
日
、
慶
慮
義
塾
民
俗
学
研
究
会
の
講
義
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

週
期
伝
承
（
あ
る
い
は
行
事
伝
承
）
・
造
形
伝
承
・
芸
能
伝
承
・
言
話
伝
承
・
行
動
伝
承
（
あ
る
い
ぽ
心
理
伝
承
）

と
あ
り
、

こ
こ
で
初
め
て
「
芸
能
伝
承
」
の
語
が
登
場
す
る
（
こ
の
折
口
の
講
義
ほ
池
田
浦
三
郎
先
生
の
ノ

i
ト
に
よ
る
）
。

ま
た
別
に
、

昭
和
十
五
年
三
月
「
高
志
路
会
の
為
に
」

（
「
折
口
信
夫
全
集
」
第
三
十
巻
所
収
）
で
は
、

「
私
の
専
ら
調
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

芸
能
伝
承
と
で
も
言
ふ
か
、
民
謡
舞
踊
音
楽
奇
術
一
層
広
く
は
演
劇
の
類
も
加
は
る
だ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
「
芸

能
伝
承
」
な
る
項
目
が
、
折
口
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
始
め
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
を
得
る
。

更
に
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
の
「
芸
能
伝
承
論
」
（
こ
の
年
に
限
り
「
芸
能
史
」
を
「
芸
能
伝
承
論
」
と
し
た
）
の
講
義
で
は
、

周
期
伝
承
・
行
事
伝
承
・
芸
能
伝
承
・
一
一
一
口
語
伝
承
・
心
理
伝
承

生
の
ノ
！
ト
に
よ
る
）
。

」
れ
に
よ
れ
ば
、

芸
能
伝
承
は
こ
の
頃
ま
で
に
折
口
信
夫
の
学
問
体
系
の
中
に
確
固
た
る
位
置
を
占
め
る
に
至
っ

戸

h
u

と
分
類
し
、
「
造
形
伝
承
」
「
行
動
伝
承
」
「
階
級
伝
承
」
な
ど
は
「
芸
能
伝
承
」
の
中
に
取
り
込
ん
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
（
以
上
も
池
田
先

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「
芸
能
伝
承
」
と
は
、

芸
能
に
よ
っ
て
伝
承
せ
ら
れ
た
民
俗

を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。

「
文
学
伝
承
」
な
る
話
は
、
池
田
淵
三
郎
元
生
に
よ
っ
て
、
初
め
て
唱
え
ら
れ
た
。
池
田
先
生
は
、
芸
能
が
芸
術
に
ま
で
昇
華
せ
ず
、
芸

能
の
ま
主
で
あ
る
の
は
、
芸
能
に
は
制
約
が
あ
る
か
ら
だ
と
さ
れ
、
そ
の
制
約
に
よ
る
項
目
・
分
類
を
立
て
ら
れ
た
。
い
わ
く
、

芸
能
の
季
節
・
芸
能
の
舞
台
・
芸
能
の
俳
優
・
芸
能
の
観
客
・
芸
能
の
台
本

で
あ
る
（
『
日
本
人
の
芸
能
』
昭
和
三
十
二
年
六
月
岩
崎
書
店
刊
。
「
池
田
浦
三
郎
著
作
集
」
に
「
芸
能
伝
承
論
概
説
」
と
改
題
し
て
再
録
、

に
よ
る
）
。



こ
れ
を
、
折
口
信
夫
の
民
間
伝
承
の
分
類
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
芸
能
の
季
節
」
は
周
期
伝
承
に
、
「
芸
能
の
舞
台
」
は
造
形
伝
承
に
、

「
芸
能
の
俳
優
」
は
行
動
伝
承
と
階
級
伝
承
に
、
「
芸
能
の
説
客
」
は
心
理
伝
承
に
、
「
芸
能
の
台
本
」
は
言
語
伝
承
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応

し
、
還
元
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
で
「
芸
能
の
観
客
」
と
「
心
理
伝
承
」
と
の
対
応
が
最
も
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、

一
例
と

し
て
解
説
を
試
み
れ
ば
、
芸
能
の
俳
優
の
行
動
を
意
味
あ
る
も
の
に
理
解
す
る
の
は
、
観
客
の
心
理
に
よ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
静
岡
県
水
窪
町
の
「
西
浦
の
田
楽
」
で
、
鬼
が
二
匹
砕
を
打
ち
合
わ
せ
る
行
動
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
八
島
壇
ノ
浦
」
と
名
付
け
、
義

経
と
能
衣
守
、
景
清
と
三
保
ノ
谷
と
し
て
観
賞
す
る
の
は
専
ら
観
客
の
心
理
の
働
き
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
表
に
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

折
口
信
夫
・
民
間
伝
承
の
分
類

池
田
粥
三
郎
・
芸
能
の
分
類
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昭
和
九
年

昭
和
十
五
年

昭
和
二
十
七
年

週
期
伝
承
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
週
期
伝
承
・
．．
 

・
周
期
伝
承

芸
能
の
季
節

（
或
い
は
行
事
伝
承
）

行
事
伝
承

造
形
伝
承
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
造
形
伝
承
・
．

×
 

芸
能
の
舞
台

階
級
伝

承

× 

× 

芸
能
の
俳
優

行
動
伝

承

行
動
伝

承

×
 

（
或
い
は
心
理
伝
承
）

心
理
伝
承

芸
能
の
観
客

言
語
伝
承
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
言
語
伝
承

一
口
語
伝
承

芸
能
の
台
本

芸
能
伝
承
・
・
・
．．
 

・
・
芸
能
伝
承



こ
の
「
芸
能
伝
承
」
の
論
考
か
ら
、
池
田
先
生
は
更
に
「
文
学
伝
承
」
の
語
を
考
案
し
、
そ
の
位
置
を
定
め
ら
れ
た
。

即
ち
、

『
日
本
芸

能
伝
承
論
』
（
昭
和
三
十
七
年
一
月
、
中
央
公
論
社
刊
）
所
収
の
「
文
学
伝
承
の
機
会
」
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
文
学
」
の
場
合
に
は
、
芸
術
に
対
し
て
芸
能
が
占
め
て
い
る
位
置
に
あ
た
る
も
の
が
、
た
し
か
に
厳
然
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
芸
能
」
ほ
ど
に
も
通
用
す
る
学
術
用
語
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
。
：
：
：
今
日
ま
で
に
柳
田
先
生
は
こ
れ
を
「
口

承
文
芸
」
と
言
い
、
折
口
信
夫
は
、
「
伝
承
文
芸
」
「
非
文
学
」
「
文
学
以
前
の
文
学
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
が
、
ま
だ
そ
れ
ら
は
、

般

国
文
学
界
に
お
い
て
、
固
定
す
る
ま
で
に
到
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

」
こ
で
私
は
、
そ
の
段
階
の
も
の
を
、

仮
に
、
「
文
学
伝
承
」
と
呼
ん
で
お
く
。

そ
し
て
そ
れ
を
次
の
よ
う
な
芸
術
芸
能
に
対
応
す

る
系
列
と
し
て
、
把
握
し
た
い
と
思
う
。

芸
術
↑
l
芸
能
↑
｜
民
俗
芸
術
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文
学
↑
｜
文
学
伝
承
↑
l
z一
一
口
語
伝
承

そ
し
て
、
こ
の
「
文
学
伝
承
」
と
「
芸
能
伝
承
」
と
は
互
い
に
交
流
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
両
者
を
兼
ね
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
記
し
、

文
学
伝
承
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
文
学
に
対
す
る
位
置
は
、
芸
術
に
対
す
る
芸
能
の
位
置
に
対
応
す
る
の
だ
が
、
同
時
に
文
学
伝
承

は
、
芸
能
に
と
も
な
い
、
ま
た
芸
能
を
と
も
な
う
こ
と
が
多
く
、

い
わ
ば
「
芸
品
恥
の
台
本
」
と
し
て
の
性
格
を
、

か
な
り
明
ら
か
に
示

し
て
い
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
先
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
視
佳
か
ら
、
「
十
一
戸
文
伝
承
」
な
る
語
は
名
称
と
し
て
こ
な
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

い
わ
ば
「
芸

能
・
文
学
伝
承
」
を
短
縮
し
た
誌
と
し
て
「
芸
能
伝
承
」
と
「
文
学
伝
承
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
併
合
し
た
る
と
こ
ろ
を
も
指
す
も
の



と
し
た
次
第
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
新
年
の
喜
び
の
表
現
で
あ
る
踏
歌
は
、
行
動
を
伴
な
う
芸
能
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
章
曲
は
、
踏
歌
と
い
う
芸
能
が
行
わ
れ

る
目
的
を
探
ぐ
る
上
で
も
必
須
の
文
学
伝
承
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
味
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
池
田
先
生
は
、
「
文
学
伝
承
」
が
「
文
学
」
に
昇
華
し
な
い
で
い
る
信
仰
的
宗
教
的
制
約
と
し
て
、
「
芸
能
伝
承
」
に
お
け
る
制
約

「
季
節
」
「
舞
台
」
「
俳
優
」
「
観
客
」
「
台
本
」
を
移
項
し
て
、
「
文
学
伝
承
」
に
お
い
て
は
「
機
会
」
「
作
者
」
「
読
者
」
「
書
物
」
の
制
約
を

提
示
さ
れ
た
。

（
芸
能
伝
承
〉

（
文
学
伝
承
）

季
節
・
舞
台

i

i
機
会

俳
優

作
者
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観
客

読
者

Jム、
仁l

本

書
物

こ
の
文
学
伝
承
。
制
約
に
よ
る
分
類
項
目
は
、
文
学
伝
承
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
純
粋
の
文
学
研
究
の
視
座
と
し
て
も
、
研
究
方
法
と
し
て

有
効
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

境
界
を
越
え
る
に
際
し
て
の
十
一
一
日
文
伝
承
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
一
つ
は
文
学
あ
る
い
は
文
学
伝
承
の
形
と
し
て
『
万
葉
集
』
に
歌
わ

れ
て
い
る
。
即
ち
境
界
を
起
え
る
に
当
た
っ
て
の
歌
が
多
数
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
就
中
、
最
も
公
的
な
天
皇
上
皇
の
行
幸
、
ま
た
遷
都
に



一
ほ
し
て
の
歌
は
、
儀
礼
か
ら
出
た
が
次
第
に
文
芸
性
を
高
め
、
そ
の
他
の
個
人
的
な
歌
へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。

近
江
遷
都
の
時
と
お
ぼ
し
き
、
額
田
王
の
、

三
輪
山
を

然
も
隠
す
か

雲
だ
に
も

心
あ
ら
な
も

隠
さ
ふ
ぺ
し
ゃ

巻

一
八
）

は
文
学
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
歌
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
文
学
伝
承
と
し
て
の
土
地
讃
め
の
共
通
性
を
残
し
、
奈
良
坂
よ
り
三
輪
山

を
ふ
り
か
え
り
望
ん
で
、
奈
良
坂
と
い
う
境
界
に
立
っ
て
発
唱
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
示
し
、
文
学
伝
承
の
機
会
を
提
示
し
て
い
る
。

持
統
四
年
（
六
九
O
〉
九
年
、
持
統
天
皇
紀
伊
行
幸
の
折
の
、

越
一
一
勢
能
山
一
時
阿
問
皇
女
御
作
歌

こ
れ
や
こ
の

倭
に
し
て
は

我
が
恋
ふ
る

紀
路
に
あ
り
と
い
ふ

名
に
負
ふ
背
の
山

（
巻
一
、
三
五
）

nu 

ば
、
大
和
と
紀
伊
と
の
境
界
に
あ
る
背
の
山
を
越
え
て
の
歌
で
、
旅
な
れ
ぬ
女
人
の
背
の
山
を
現
に
見
た
と
い
う
感
激
を
歌
い
、
そ
れ
が
背

の
山
へ
の
挨
拶
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
天
平
十
二
年
（
七
回
。
）
十
月
の
藤
原
広
岡
の
謀
反
に
探
し
て
、
聖
武
天
皇
が
伊
勢
国
に
行
幸
あ
っ
た
時
の
歌
群
に
、

古
ゆ 美
濃
国
多
芸
行
宮
大
伴
宿
祢
束
人
作
歌
一
首

を

つ変
若
と
言
ふ
水
ぞ

人
の
二
一
一
日
ひ
け
る

老
人
の

名
に
負
ふ
滝
の
瀬

（
巻
六
、

一
O
三
四
〉

と
あ
る
の
は
、
養
老
元
年
会
一
七
）
の
元
正
天
皇
の
行
幸
時
を
思
つ
て
の
作
だ
が
、
同
じ
行
幸
が
不
破
頓
宮
に
到
っ
た
折
の
大
伴
家
持
の
歌
、

関
な
く
ば

還
り
に
だ
に
も

打
ち
行
き
て

妹
が
手
枕

巻
き
て
寝
ま
し
を

（
巻
六
、

一
O
三
六
）

は
、
不
破
の
関
に
阻
ま
れ
て
都
に
残
し
て
来
た
妻
に
逢
え
な
い
こ
と
を
述
べ
る
、
従
駕
者
の
私
的
感
情
を
代
表
し
て
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
行
幸
の
時
の
玖
を
は
じ
め
、

私
的
な
旅
の
歌
を
含
め
れ
ば
、

『
万
葉
集
』
の
「
雑
歌
」
の
か
な
り
の
部
分
が
旅
の
歌
に
よ
っ
て



占
め
ら
れ
て
い
る
c

そ
し
て
、
今
通
過
し
よ
う
と
す
る
土
地
へ
の
愛
惜
の
情
を
歌
い
、
今
度
到
達
し
た
土
地
へ
の
讃
美
の
詞
句
を
披
涯
す
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
境
界
で
発
せ
ら
れ
た
文
学
は
、
柿
本
人
麻
口
口
や
高
市
黒
人
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
に
荘
重
に
、
時
に
静
寂
に

上
代
の
文
学
心
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
は
天
皇
、
上
皇
の
行
幸
に
際
し
て
は
、
全
く
の
静
寂
と
い
う
環
境
で
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
行
幸
に
は
隼
人
が

列
の
先
頭
を
務
め
た
。
中
世
の
大
童
子
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
体
、
隼
人
の
職
務
は
公
務
と
し
て
お
よ
そ
三
つ
に
分
か
れ
る
と
考
え
る
口

一
つ
に
宮
城
門
の
守
護
で
あ
り
、
大
嘗
宮
の
警
固
で
あ
る
。

『
延
喜
式
』
兵
部
省
隼
人
司
の
条
に
、

凡
元
日
即
位
及
蕃
客
入
朝
等
儀
、
官
人
三
人
、
史
生
二
人
率
一
一
大
衣
二
人
、
番
上
隼
人
廿
人
、

今
来
隼
人
廿
人
、

白
丁
隼
人
一
百
品
川
二
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人
一
分
陣
一
一
応
天
門
外
之
左
右
一
「
蕃
客
入
朝
、
天
皇
不
v
臨
v
軒
者
不
v
陣
。
」
群
官
初
入
自
ニ
胡
床
一
起
。
今
来
隼
人
発
ニ
吠
戸
三
節
↓
「
蕃

客
入
朝
、
不
v
在
一
一
吠
限
ザ
」
（
「

」
内
は
割
注
）

と
あ
り
、
大
嘗
祭
の
監
吉
田
は
同
条
に
ひ
き
続
き
、

凡
践
酢
大
嘗
目
、
分
陣
一
一
応
天
門
内
左
右
↓
其
群
官
初
入
発
v
吠。

と
あ
る
。
即
ち
、
隼
人
は
群
官
参
入
の
時
、
吠
戸
を
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
を
記
紀
は
海
幸
彦
（
記
に
火
照
命
、
紀
に
火
関
降

命
〉
の
誓
約
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
山
幸
彦
（
紀
に
彦
火
火
出
見
尊
）
に
対
し
て
隼
人
の
祖
で
あ
る
海
幸
彦
が
服
従
を
誓
い
、

僕
者
自
v
今
以
後
、
為
一
一
汝
命
之
昼
夜
守
護
人
一
一
間
仕
奉
。

と
『
古
事
記
』
に
、
守
詑
人
に
な
る
こ
と
を
約
束
し
、
『
日
本
紀
』
第
二
の
一
書
に
は
、

従
レ
今
以
往
、
吾
子
孫
八
十
連
属
、
恒
当
v
為
一
一
汝
俳
人
↓
「
一
云
狗
人
。
」
請
哀
之
。
：
：
：
是
以
火
酢
芹
命
苗
奇
、
諸
隼
人
等
、

至
ν
今



不
v
離
一
一
天
皇
官
培
之
傍
一
代
一
一
吠
狗
一
而
奉
事
者
会
。

と
、
子
孫
代
々
隼
人
は
俳
優
・
狗
人
と
な
っ
て
宮
城
の
宮
塙
を
離
れ
ず
犬
吠
し
て
奉
仕
す
る
旨
陳
述
し
て
い
る
。

二
つ
に
、
隼
人
は
風
俗
歌
舞
を
奏
上
し
、
相
撲
を
天
覧
に
供
し
た
。

天
武
十
一
年
会
八
八
二
）
七
月
三
日
。
隼
人
多
来
、
貢
一
一
方
物
一
是
目
、
大
隅
隼
人
与
一
一
阿
多
隼
人
（

相
一
一
撲
於
朝
庭
↓

大
隅
隼
人
勝
之
。
二

十
七
日
。
饗
一
一
隼
人
等
於
飛
鳥
寺
之
西
↓
発
一
一
種
々
楽
↓

持
統
九
年
（
六
九
五
）
五
月
十
二
日
。
饗
一
一
隼
人
大
隅
↓
二
十
一
日
。
観
一
一
隼
人
相
撲
於
西
槻
下
↓

（
以
上
『
日
本
紀
』
〉

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
和
銅
三
年

2
3〉
正
月
十
六
日
に
は
隼
人
蝦
夷
も
宴
に
加
わ
っ
て
諸
方
楽
を
、
養
老
元
年
会
一
七
）
四
月
二
十
五
日
に

風
俗
歌
保
、
養
老
七
年
会
ニ
一
一
一
〉
五
月
二
十
日
に
風
俗
歌
舞
、
天
平
元
年
会
一
九
）
六
月
二
十
四
日
に
風
俗
歌
舞
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
八
月
八
日

に
方
楽
、
天
平
勝
宝
六
年
金
五
回
）
八
月
二
十
一
日
に
土
風
歌
降
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
三
一
）
正
月
十
七
日
に
唐
吐
羅
林
巴
東
国
隼
人
等
楽
、
神
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護
景
雲
三
一
年
（
七
六
九
）
十
一
月
二
十
六
日
に
俗
伎
、
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
二
月
八
日
に
俗
伎
を
、
そ
れ
ぞ
れ
隼
人
が
奏
上
し
て
お
り
、

延
暦
二
十
四
年
（
八
O
五
）
正
月
十
五
日
。
永
停
一
一
大
替
隼
人
風
俗
歌
舞
↓

ハ
以
上
『
続
日
本
紀
』
）

の
記
事
を
も
っ
て
、
そ
の
長
い
歴
史
を
閉
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
隼
人
が
芸
能
を
も
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
淵
源
が
記
紀
に
求
め
ら
れ
、
『
古
事
記
』
に
、

故
至
ν
今
、
其
溺
時
之
種
種
之
態
、
不
v
絶
仕
奉
也
D

と
あ
り
、
『
日
本
紀
』
本
書
に
は
、

吾
将
v
為
ニ
汝
俳
優
之
民
↓

と
あ
り
、
第
四
の
一
書
に
は
、



於
v
是
兄
著
二
倍
明
鼻
↓
以
v
椅
塗
v
掌
塗
v
面
、
告
ニ
其
弟
一
日
五
口
汚
v
身
如
ν
此
。
永
為
一
一
汝
俳
優
者
一

乃
挙
v
足
踏
行
学
二
其
溺
苦
之
状
ぺ

初

潮
漬
v
足
時
則
為
一
一
足
占
（

至
ν
膝
時
則
挙
v
足
。
至
ν
股
時
則
走
廻
。
至
v
腰
時
則
前
v
腰
。
至
v
肢
時
則
置
ニ
手
於
胸
↓

至
v
頚
時
則
挙
v
手

瓢
掌
。
自
v
’
焦
及
v
今
曽
無
一
一
廃
絶
↓

と
そ
の
芸
能
の
所
作
を
も
伝
え
て
い
る
。
養
老
四
年
（
主
ο〉
の
隼
人
反
乱
に
際
し
て
、
三
月
四
日
大
伴
旅
人
が
征
隼
人
持
節
大
将
軍
に
任
じ

ら
れ
、
ま
た
遡
っ
て
和
銅
三
年
会
一

ο〉
正
月
一
日
に
は
大
伴
旅
人
が
左
将
軍
に
、
佐
伯
石
湯
が
右
将
軍
に
な
っ
て
隼
人
蝦
夷
を
従
え
、
朱
雀

大
路
を
分
列
行
進
し
た
旨
続
紀
に
見
え
る
か
ら
、
伴
佐
伯
の
演
じ
た
「
久
米
舞
」
が
征
服
者
の
芸
能
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
隼
人
の
風
俗
歌

舞
は
服
従
者
の
芸
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
溺
れ
苦
し
む
そ
の
所
作
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

隼
人
の
相
撲
は
、
上
記
の
天
武
十
一
年
と
持
統
九
年
の
記
事
よ
り
他
見
え
ず
、
相
撲
節
会
の
始
原
と
い
わ
れ
る
天
平
六
年
会
一
君
）
七
月
七
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日
の
天
覧
相
撲
に
は
隼
人
の
記
事
は
あ
ら
わ
れ
な
い
か
ら
、
ご
く
初
期
に
限
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
、
隼
人
の
風
俗
歌
舞
と
は

様
相
が
異
る
が
、
や
は
り
記
紀
に
見
る
山
幸
彦
、
海
幸
彦
の
闘
一
討
の
本
来
の
形
を
模
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
隣
接
す
る
山
野
と
海
に
そ
れ

ぞ
れ
依
存
す
る
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
競
技
は
、
そ
の
年
の
豊
作
豊
漁
を
占
う
も
の
と
し
て
、
今
日
で
も
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
に
、
隼
人
は
行
幸
の
折
、
そ
の
前
駆
を
務
め
て
い
る
。
『
延
喜
式
』
兵
部
省
隼
人
同
条
に
、

凡
遠
従
駕
行
者
、
官
人
二
人
、
出
入
生
二
人
、
率
二
大
衣
二
人
、

番
上
隼
人
四
人
、

及
今
来
隼
人
十
人
一
供
奉
。
「
番
上
己
上
並
帯
一
一
横
万

騎
v
馬
。
但
大
衣
己
下
著
ニ
木
綿
霊
（
今
来
着
一
一
緋
一
屑
巾
、
木
綿
髪
一
帯
一
一
横
万
一
執
v
槍
歩
行
」
其
駕
経
一
一
国
界
及
山
川
道
路
之
曲
（
今
来

隼
人
為
v
吠。

と
あ
っ
て
、
記
述
通
り
と
す
れ
ば
、
隼
人
の
総
数
十
六
人
に
の
ぼ
る
。
服
装
も
ま
た
異
風
な
も
の
で
、
紅
白
の
木
綿
を
基
調
と
し
た
派
手
な

い
で
た
ち
と
、
霊
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
『
万
葉
集
』
に
も
、



肥
人
の

額
髪
結
へ
る

染
木
綿
の

染
み
に
し
心

我
れ
忘
れ
め
や

一
云
、
忘
れ
え
め
や
も

（
巻
十
一
、
二
四
九
六
〉

と
あ
り
、
人
目
を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
う
し
た
異
様
な
前
駆
が
、
国
境
は
も
ち
ろ
ん
、
山
川
を
越
え
、
道

の
隈
を
曲
る
た
び
に
、
犬
吠
え
を
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
犬
吠
え
は
一
度
に
十
四
回
に
も
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
延
喜
式
』

同
条
に
、
犬
吠
え
の
学
習
を
伝
え
、

九
今
来
隼
人
、
令
ニ
大
衣
習
予
吠
。
左
発
一
一
本
戸
（
右
発
ニ
末
声
（
惣
大
声
十
遍
、
小
戸
一
一
場
、
詑
一
人
更
発
ニ
細
声
二
一
遍
。

と
あ
る
。

隼
人
が
国
境
い
地
境
い
で
吠
え
る
こ
と
を
な
し
た
の
は
、
境
界
の
神
に
天
皇
行
幸
の
注
意
を
喚
起
し
、
同
時
に
魁
魅
姐
魁
の
接
近
を
阻
止

す
る
た
め
の
行
為
で
あ
り
、
後
の
警
醒
に
当
た
る
処
置
で
あ
っ
た
。
な
お
、
平
安
朝
の
近
衛
の
名
対
面
の
夜
警
に
当
た
る
行
為
も
、
万
葉
時

代
で
は
隼
人
が
担
当
す
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
巻
十
一
に
、

早

人

の

一

蝿

と

た

の

ま

せ

名
に
負
ふ
夜
声

い
ち
し
ろ
く

我
が
名
は
告
り
つ

（
二
四
九
七
）
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と
あ
っ
て
、
や
は
り
犬
吠
え
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
行
幸
に
際
し
て
の
隼
人
の
犬
吠
え
は
、
太
く
細
く
山
々
に
こ
だ
ま
し
、
従
駕
の
官
人
の
あ
ら
た
な
緊
張
を
誘
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
隼
人
の
宮
廷
行
事
参
加
が
天
武
朝
以
前
に
遡
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
は
問
題
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
額
田
王
の
歌
の
前
に

も
、
ま
た
持
統
行
幸
以
降
歴
代
の
行
幸
の
折
に
も
、
境
い
を
越
え
る
歌
々
の
前
に
、
隼
人
の
犬
吠
え
は
響
き
わ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

関
、
境
界
を
越
え
る
時
の
文
芸
は
こ
う
し
た
犬
吠
え
の
後
に
発
唱
さ
れ
、
芸
能
伝
承
の
上
で
考
え
れ
ば
、
犬
吠
え
に
代
表
さ
れ
る
呪
的
行

為
あ
る
い
は
呪
言
の
後
に
、
文
学
は
道
を
ひ
ら
い
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

境
界
は
、
地
域
の
境
界
の
み
に
限
ら
な
い
ロ
年
月
と
い
っ
た
時
間
の
境
界
も
あ
り
、
更
に
誕
生
死
亡
の
場
合
の
う
っ
せ
み
と
凶
界
と
の
境



界
も
あ
る
。

隼
人
の
そ
の
他
の
職
務
で
み
て
も
、
非
番
の
隼
人
は
主
に
竹
製
品
を
作
っ
て
献
上
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
「
隼
人
式
」
で

は
、
龍
や
竹
箆
を
作
っ
て
い
る
が
、
竹
箆
な
ど
種
々
の
用
途
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
は
誕
生
儀
礼
に
関
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
『
日
本
紀
』
天
孫
降
臨
条
第
三
の
一
書
に
、

時
以
二
竹
刀
一
哉
ニ
其
児
騎
↓
其
所
ν
棄
竹
万
、
終
成
一
一
竹
林
↓
故
号
一
一
彼
地
一
回
一
一
竹
屋
一

と
あ
っ
て
、
神
吾
田
鹿
葦
津
姫
は
、
火
明
命
、
火
酢
芹
命
、
彦
火
火
出
見
尊
を
出
産
す
る
際
、
竹
箆
を
も
っ
て
そ
の
子
の
慣
の
緒
を
切
っ
て

い
る
。
姫
の
名
の
「
五
日
田
」
は
吾
田
隼
人
の
吾
田
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
紀
編
纂
当
時
伝
わ
り
記
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
万

葉
時
代
に
お
い
て
も
皇
子
皇
女
の
出
産
に
当
た
り
そ
の
燃
の
緒
を
切
る
の
に
竹
箆
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

ま
た
、
大
き
な
竹
龍
は
、
折
口
信
夫
が
「
者
龍
の
話
」
（
「
全
集
」
第
二
巻
所
収
〉
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
代
の
無
目
寵
を
思
わ
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で
あ
る
。

せ
る
。
天
孫
降
臨
本
書
に
、

到
二
於
吾
旧
長
屋
笠
狭
之
碕
一
失
。
其
地
有
v
人
三
人
白
号
ニ
事
勝
国
勝
長
狭
プ
皇
孫
問
目
、
国
在
耶
以
不
、
対
日
、

此
鷲
有
v
園、

請
任
v

立
遊
之
。
故
皇
孫
就
而
留
住
、
時
彼
国
有
一
一
美
人
（
名
目
ニ
鹿
葦
津
姫
↓
「
亦
名
神
吾
田
津
姫
、
亦
名
木
花
之
開
耶
姫
。
」

と
あ
り
、
第
四
の
一
書
に
、

其
事
勝
国
勝
神
者
、
是
伊
拝
諾
尊
之
子
也
Q

亦
名
塩
土
老
翁
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
塩
土
老
翁
ば
辛
勝
国
勝
神
の
別
名
で
あ
り
、
そ
の
神
は
隼
人
の
吾
田
の
地
に
い
た
先
住
民
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
無
目
龍
は
太
古
に
遡
れ
ば
死
者
を
幽
界
に
移
し
ゃ
る
喪
船
の
如
き
容
器
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。



天
皇
崩
御
に
伴
な
う
文
学
は
挽
款
と
な
っ
て
一
応
の
完
成
を
み
る
が
、

よ
り
正
式
な
場
で
唱
さ
れ
た
詞
章
と
し
て
は
訳
詞
が
あ
り
、
挽
歌

は
訣
詞
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武
天
皇
崩
御
後
の
積
宮
期
間
は
二
年
を
越
え
る
長
期
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
隼
人
も
ま
た

諜
詞
を
奏
上
し
て
い
る
。

持
統
元
年
（
六
八
七
）
五
月
二
十
二
日
、
皇
太
子
率
一
一
公
卿
百
寮
人
等
（

適
－
一
贋
宮
一
而
働
突
鷲
、

於
是
、

隼
人
大
隅
阿
多
魁
帥
、

各
領
二
己

衆
（
互
進
訣
鷲
。

隼
人
の
訣
詞
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
記
紀
に
伝
え
ら
れ
る
隼
人
の
祖
海
幸
彦
屈
伏
の
伝
承
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
持

統
二
年
（
六
八
八
）
十
一
月
十
一
日
の
大
内
陵
埋
葬
の
折
の
葬
列
に
、
隼
人
が
そ
の
前
駆
を
果
た
し
た
こ
と
は
記
録
に
は
な
い
が
、
十
分
に
推
し

は
か
つ
て
然
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

誕
生
、
成
年
戒
、
死
と
そ
れ
ぞ
れ
に
幽
現
の
境
い
を
越
え
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
機
会
は
芸
文
伝
承
の
発
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
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あ
る
。境

界
を
越
え
る
行
き
合
い
で
、
更
に
一
つ
芸
文
伝
承
の
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
項
は
、
時
間
の
意
識
を
喚
起
し
た
行
事
で
あ
る
。

時
間
の
経
過
の
境
界
に
は
、

一
年
の
周
期
、

四
季
の
推
移
、

一
日
の
昼
夜
の
交
替
な
ど
種
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
季
節
の
行
き
合
い
、
就

中
年
を
越
え
る
行
事
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

平
安
朝
に
な
る
と
、
勅
撰
集
に
四
季
の
部
立
が
た
て
ら
れ
、
暦
と
自
然
の
推
移
と
の
調
和
、
あ
る
い
は
矛
盾
に
着
目
す
る
歌
が
甚
し
く
増

加
し
て
く
る
。



風
そ
よ
ぐ

な
ら
の
小
川
の

夕
暮
れ
は

み
そ
ぎ
ぞ
夏
の

し
る
し
な
り
け
る

こ
の
歌
は
『
新
勅
撰
集
』
巻
三
、
夏
歌
の
最
後
に
あ
る
藤
原
家
隆
の
作
で
あ
る
。
な
ら
の
小
川
は
、
京
都
上
賀
茂
神
社
の
前
を
流
れ
る
小
流

で
、
拾
の
小
川
と
も
奈
良
の
小
川
と
も
書
く
が
、
こ
の
歌
で
は
風
そ
よ
ぐ
袷
と
、
掛
け
詞
の
意
識
が
働
い
て
い
る
。

楢
の
葉
に
風
が
吹
く
、
そ
れ
で
は
な
い
が
奈
良
の
小
川
に
風
が
そ
よ
ぐ
夕
暮
れ
の
気
分
は
秋
で
あ
る
が
、
六
月
の
吠
え
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
が
ま
だ
夏
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
こ
と
だ
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
風
に
は
季
節
は
な
い
。
し
か
し
風
に
秋
を
知
る
習
慣
が
民

俗
の
上
に
も
文
学
の
上
に
も
形
作
ら
れ
て
来
て
、
も
し
「
み
そ
ぎ
」
の
語
が
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
歌
は
そ
の
主
張
通
り
、
秋
そ
の
も
の
の

気
分
で
あ
る
。

暦
の
知
識
は
、
季
節
の
行
事
と
結
び
つ
い
て
、

は
じ
め
て
生
活
に
密
着
す
る
。

「
み
そ
ぎ
ぞ
夏
の
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
し
て
映
と
放
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本
来
の
行
事
と
し
て
は
こ
こ
は
被
え
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
「
大
政
」
は
六
月
と

十
二
月
の
晦
日
に
恒
例
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
天
皇
の
命
令
で
親
王
以
下
百
官
人
ま
た
京
の
宿
老
ま
で
が
朱
雀
門
に
集
ま
り
、
中
臣
が
大

え
と
の
混
同
は
『
古
事
記
』
以
来
で
あ
る
が
、

被
え
の
祝
詞
を
よ
む
。
そ
の
力
に
よ
っ
て
、

一
年
の
う
ち
｜
｜
事
実
は
半
年
で
あ
る
が
気
持
と
し
て
は
一
年
間
ー
ー
に
、
う
っ
か
り
犯
し
て

し
ま
っ
た
罪
や
災
い
が
す
っ
か
り
放
わ
れ
て
川
に
流
さ
れ
、
や
が
て
潮
流
に
乗
り
海
溝
に
至
り
、
最
後
は
さ
す
ら
い
姫
と
い
う
女
神
が
う
ろ

う
ろ
持
ち
歩
く
う
ち
に
、

全
部
失
っ
て
し
ま
っ
て
、

「
今
日
よ
り
始
め
て
罪
と
い
ふ
罪
は
あ
ら
じ
」
と
宣
言
す
る
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
身
に
つ
い
た
悪
い
も
の
を
す
っ
か
り
放
い
や
っ
て
、
季
節
の
折
目
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
民
間
に
も
行
わ
れ
、
夏
の
終
り
に

集
中
し
て
「
夏
越
の
放
ヘ
」
と
な
っ
た
。

六
月
の
晦
日
の
「
夏
越
の
放
へ
」
と
い
う
季
節
の
行
き
合
い
の
行
事
、

あ
る
意
味
で
は
一
年
を
越
え
る
行
事
が
あ
っ
て
、

「
風
そ
よ
ぐ
」

の
歌
は
成
立
し
、
夏
歌
の
末
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
『
後
撰
集
』
『
後
拾
遺
集
』
『
金
葉
集
』
『
千
載
集
』
『
新
古
今



集
』
な
ど
の
夏
歌
の
巻
末
も
み
な
「
夏
越
の
放
へ
」
に
取
材
し
た
歌
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
普
通
は
季
節
の
推
移
の
表
現
で
あ
る
年
中
行
事
が
先
行
し
て
歌
と
い
う
文
学
が
作
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
逆
と
ま
で
言
え
な

い
ま
で
も
、
年
中
行
事
に
ぜ
ひ
に
そ
の
歌
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
現
象
が
起
っ
て
く
る
口

非
常
に
長
い
期
間
、
信
仰
的
に
は
神
代
よ
り
伝
請
さ
れ
て
来
た
大
政
え
の
祝
詞
の
詞
章
は
、
平
安
朝
の
歌
に
は
勿
論
、
万
葉
に
も
こ
と
ば

の
刺
激
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
詞
章
は
意
味
が
不
明
に
な
り
、
平
安
朝
風
に
合
理
解
さ
れ
て
書
物
の
上
に
残
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
聞
い
て
直
ぐ
に
理
解
が
届
く
内
容
で
は
な
か
っ
た
。

思
ふ
こ
と

み
な
尽
き
ね
と
て

麻
の
葉
を

切
り
に
切
り
て
も

は
ら
へ
つ
る
か
な

『
後
拾
遺
集
』
に
「
水
無
月
の
は
ら
へ
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
詞
書
し
た
和
泉
式
部
の
歌
で
あ
る
。
今
は
も
う
思
う
こ
と
が
皆
無
く
な
っ
て
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し
ま
え
、
と
麻
の
葉
を
裂
き
に
裂
い
て
紋
い
や
っ
た
こ
と
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
恋
の
思
い
が
繁
か
っ
た
和
泉
式
部
の
歌
と
し
て
、
非
常

に
い
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
式
部
の
歌
は
、
大
人
の
女
と
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
自
分
の
こ
と
ば
で
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
口

つ
ま
り
、

そ
の
こ
と
は
和
泉
式
部
と
い
う
個
性
が
作
っ
た
文
学
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
『
八
ム
事
根
源
』
六
月
大
一
政
の
条
に
よ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

み
な
月
の
な
ご
し
の
は
ら
へ
す
る
人
は
ち
と
せ
の
い
の
ち
の
ぶ
と
い
ふ
な
り

此
歌
を
と
な
ふ
る
と
ぞ
申
し
っ
た
へ
侍
る
。
然
る
に
法
性
寺
関
白
記
に
は
、

思
ふ
事
み
な
っ
き
ね
と
て
あ
さ
の
葉
を
き
り
に
き
り
て
も
は
ら
へ
つ
る
か
な

此
豆
町
一
一
誠
ず
べ
し
と
み
え
た
り
。

歌
は
呪
言
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
も
と
も
と
文
学
と
し
て
作
ら
れ
た
歌
が
年
中
行
事
に
お
け
る
呪
言
と
し
て
唱



え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
歌
と
呪
一
一
一
口
、
年
中
行
事
と
の
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
の
連
関
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る。
こ
う
し
た
季
節
の
推
移
を
歌
う
文
学
が
、
季
節
の
折
り
目
の
行
事
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
な
お
年
始

の
行
事
と
文
学
と
の
関
係
を
、

つ
ぎ
の
紀
貫
之
の
歌
に
よ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

神
ひ
、
ち
て

む
す
び
し
水
の

」
ほ
れ
る
を

春
立
つ
け
ふ
の

風
や
と
く
ら
む

こ
の
歌
は
一
首
の
中
に
一
年
の
季

む
ず

節
の
移
り
変
り
を
詠
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
作
者
の
技
巧
が
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
D

夏
に
は
袖
を
ぬ
ら
し
て
掬
び
上
げ
た
水
、
そ
の
水
が
秋

『
古
今
集
』
の
第
二
首
目
に
位
置
す
る
歌
で
、
「
春
立
ち
け
る
日
よ
め
る
」
と
詞
書
に
あ
る
。

普
通
、

も
去
り
冬
に
な
っ
て
凍
っ
て
い
た
の
を
、
今
日
立
春
に
吹
く
風
が
と
か
す
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

疑
問
で
あ
る
。
歌
の
解
釈
と
し
て
普
通
に
は
、
作
者
、
貫
之
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

A
つ
は
の
め

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
、
ま
た
根
強
く
あ
る
。
水
の
神
、
泉
の
神
は
、
同
象
女
と
い
う
女
神
で
あ
り
、
も
っ
と
身
近
に
、
水
汲
み
と
い
う

一
方
、
泉
を
管
理
し
、
水
を
汲
み
上
げ
る
の
は
女
性
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し
か
し
、
わ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
少
し
も
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
第
一
に
、
袖
を
ぬ
ら
し
て
水
を
掬
び
上
げ
た
人
物
は
誰
か
と
い
う

家
庭
が
使
う
用
水
を
井
戸
か
ら
運
ぶ
労
働
は
日
本
で
は
女
性
が
担
当
し
て
い
た
。
『
万
葉
集
』
東
歌
の
、

立

ゆ

ま

り

ま

や

た

だ

て

駅

亭

の

妹

が

直

手

よ

鈴
の
音
の

包
み
井
の

水
を
た
ま
へ
な

（
巻
十
四
、
一
二
四
三
九
）

の
歌
は
、
端
的
に
、
水
を
掬
び
上
げ
、
そ
の
手
で
直
接
に
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
る
女
性
を
歌
っ
て
い
る
。
事
実
に
泉
を
管
理
す
る
女
性
が
駅

亭
に
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
空
想
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
仮
り
に
空
想
と
し
て
も
そ
う
い
う
空
想
が
ゆ
る
さ
れ
る
に
は
、
そ
れ
を
支

え
る
多
く
の
共
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
民
謡
と
し
て
は
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
貫
之
の
歌
で
も
「
袖

ひ
ぢ
て
」
水
を
掬
み
上
げ
た
の
は
、
貫
之
自
身
で
あ
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。



第
二
に
一
年
を
一
首
の
歌
の
中
に
詠
み
込
む
と
こ
ろ
に
趣
向
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
故
そ
の
主
題
が
水
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
「
立
春
」
の
歌
で
、
水
を
テ
l
マ
に
し
て
い
る
こ
と
の
必
然
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

民
間
伝
承
の
中
に
は
「
若
水
」
「
若
水
迎
え
」
と
呼
ば
れ
る
年
中
行
事
が
あ
る
。

元
日
の
朝
早
く
今
年
一
番
の
水
を
汲
む
行
事
だ
が
、

地

方
に
よ
っ
て
主
婦
が
汲
む
場
合
も
年
男
が
汲
む
場
合
も
あ
る
D

そ
の
若
水
を
歳
神
に
供
え
、
節
の
料
理
を
作
り
、

一
家
の
食
事
を
整
え
る
と

信
仰
的
に
は
考
え
て
い
る
。
鳥
海
山
の
麓
の
村
で
は
、
雑
煮
を
祝
っ
た
後
で
、

一
家
揃
っ
て
若
水
を
飲
む
習
俗
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
若
水

祝
い
」
と
い
っ
て
い
る
。

平
安
朝
の
宮
廷
生
活
で
は
、
『
江
家
次
第
』
『
北
山
抄
』
な
ど
に
よ
る
と
、
「
供
立
春
水
事
」
と
し
て
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

供
一
一
立
春
水
一
事
。

旧
年
封
ニ
御
生
気
方
人
家
井
口

一
用
之
後
廃
市
不
v
用
v
之。

自
－
一
御
厨
子
所
一
付
ニ
台
盤
所
女
房
一
供
一
一
之
於
朝
飴
一

土
高
杯
上
置
一
一
折
敷

Q
U
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「
面
押
v
紙
。
」
大
土
器
盛
ニ
立
春
水
↓
居
ニ
折
敷
一
供
v
之
。
陪
謄
居
一
一
之
於
高
杯
上
一

一
度
飲
御
畢
撤
v
之。

立
春
水
。

主
水
司
先
界
一
一
立
於
弓
場
殿
↓
入
ニ
大
瓶
一
立
ニ
於
三
九
丁
之
上
↓
次
充
ニ
供
御
↓

氷
様
。表

v
薦
置
二
於
朝
的
高
欄
下
↓

（
『
江
家
次
第
』
）

旧
年
の
う
ち
に
、
天
子
の
御
生
気
の
方
角
に
当
た
る
家
の
井
戸
を
封
じ
て
お
く
。
立
春
の
早
朝
、
主
水
司
が
そ
の
井
か
ら
汲
み
上
げ
た
水

を
、
御
厨
子
所
に
運
び
、
台
盤
所
の
女
房
が
朝
飴
の
時
に
差
し
上
げ
る
。
土
の
高
杯
の
上
に
折
敷
を
置
き
、
大
土
器
に
立
春
の
水
を
盛
っ

て
、
折
敷
の
上
に
置
い
て
供
す
る
。
天
子
は
こ
れ
を
一
度
飲
み
、
飲
み
終
っ
て
こ
れ
を
抗
す
る
。
そ
の
時
に
は
、
朝
飴
の
聞
の
高
欄
の
下



に
、
薦
に
包
ま
れ
た
氷
が
置
か
れ
て
い
る
。

大
体
以
上
の
よ
う
な
行
事
で
あ
る
。
す
る
と
「
春
立
ち
け
る
日
よ
め
る
」
貫
之
の
「
袖
ひ
ぢ
て
」
の
歌
は
、
こ
の
「
供
立
春
水
事
」
を
ふ

ま
え
て
の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。

貫
之
の
時
代
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』
に
は
、
「
主
水
司
」
の
条
の
「
御
生
気
御
井
神
一
座
祭
」
に
祭
具
を
記
述
し
、
そ
の
後
に
、

右
随
ニ
御
生
気
↓
択
二
宮
中
若
京
内
一
井
堪
v
用
者
一
定
。
前
冬
土
王
。
令
ニ
牟
義
都
首
深
治
一
即
祭
之
。
至
ニ
於
立
春
日
味
旦
↓
牟
義
部
首

汲
γ
水
付
v
司
擬
一
一
供
奉
↓

一
汲
之
後
廃
而
不
v
用。

と
あ
る
か
ら
、
貫
之
は
こ
の
立
春
の
水
に
つ
い
て
十
分
知
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

貫
之
の
立
春
の
水
の
歌
は
、
後
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
立
春
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

長
く
立
春
に
朗
詠
さ
れ
て
来
た
の
で
あ

nu 
n
J
 

る
。
な
お
「
早
春
」
に
は
、
志
貴
皇
子
の
万
葉
巻
八
巻
頭
の
歌
が
、

い
は
そ
そ
ぐ
垂
氷
の
上
の
さ
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春
に

と
、
「
垂
水
」
を
「
垂
氷
」
と
読
み
か
え
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
あ
る
い
は
単
な
る
読
み
違
い
で
は
な
く
、
『
江
家
次
第
』
な
ど
に
記

な
り
に
け
る
か
も

さ
れ
る
「
氷
様
」
の
よ
う
な
行
事
に
ひ
か
れ
て
の
無
音
ω
識
の
改
作
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、

「
主
水
可
式
」
の
立
春
の
水
の
祭
事
を
担
当
す
る
「
牟
義
都
首
」
に
注
目
す
る
と
、

こ
の
行
事
は
元
正
天
皇
養
老
元
年
（
七
一
七
〉
の

美
濃
国
行
幸
に
遡
る
の
で
あ
る
。
こ
の
行
幸
は
い
わ
ゆ
る
養
老
の
滝
の
発
見
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
国
の
風
俗
が
奏
上
さ
れ
る
機
会
を
作

（
『
続
日
本
紀
』
）

む

ず

っ

き

み

と
、
務
義
の
百
姓
を
も
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
務
義
は
、
景
行
紀
四
十
年
六
月
条
に
、
大
確
皇
子
を
美
濃
に
封
じ
、
身
毛
津
君
・
守
君
の

っ
た
点
で
も
注
目
に
価
す
る
が
、
こ
の
時
の
奉
仕
の
百
姓
に
免
租
の
恩
恵
を
与
え
る
中
で
、
九
月
二
十
二
日
条
、

免
F

不
破
当
者
二
郡
今
年
田
租
。
及
方
豚
務
義
二
郡
百
姓
供
二
行
宮
一
者
租
μ



治
祖
と
な
っ
た
と
い
う
一
一
記
事
の
「
身
毛
津
君
」
の
領
有
範
囲
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
族
長
で
あ
る
「
牟
義
都
首
」
を
示
す
D

そ
し
て
、
同
年

十
二
月
二
十
二
日
条
に
は
、

令
下
美
濃
国
、
立
春
暁
把
二
醒
泉
一
而
貢
中
於
京
都
μ

と
、
美
濃
国
を
し
て
立
春
の
陸
泉
を
貢
じ
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
主
水
司
式
」
の
牟
義
都
首
は
、
こ
の
立
春
の
水
運
搬
の
者

の
後
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

年
を
越
え
る
芸
文
伝
承
、
ま
た
季
節
の
概
念
が
定
着
す
れ
ば
季
節
の
行
き
合
い
の
芸
文
伝
承
は
、
年
中
行
事
と
し
て
の
周
期
伝
承
か
ら
次

第
に
形
を
整
え
、
や
が
て
宮
廷
芸
能
、
文
学
に
昇
華
す
る
の
で
あ
る
。

- 31ー


